
資料６　別紙

１　事業の内容

２　助成の対象者

（１）次の全てに該当する方

　　④次のことに誓約・同意される方

　※　登録決定の日までに死亡された方は助成の対象となりません。

３　助成対象の高速道路の区間

　　　※　首都高速道路、阪神高速道路、本州四国連絡道路、一般有料道路など、別に料金が
　　　　発生する路線は対象になりません。

　　　※　別紙の「助成の対象となるインターチェンジ・本線料金所」、「助成対象の利用
　　　　例」を参照ください。

　　　※　自動車にＥＴＣ車載器が搭載されている場合は、ＥＴＣゲートの通過（スマート
　　　　インターチェンジを含む。）で助成の対象となります。

　　　※　ＥＴＣ車載器が搭載されていない場合は、料金所の一般レーンにおいて通行券と
　　　　ＥＴＣカードを係員に提示してください。（スマートインターチェンジは不可）

　　③　ＥＴＣカードを保有する方、又はその方と平成２３年３月１１日時点で同一世帯に
　　　住民登録があった方

南相馬市高速道路通行料金助成事業のお知らせ

　　　この事業は、東京電力福島第一原子力発電所の事故に伴い設定された避難指示等区域に
　　より、『ふるさと帰還通行カード』の交付の対象となっていない市民の皆さまに対し、市
　　が高速道路通行料金の一部を助成するものです。

　　①　平成２３年３月１１日（東日本大震災発生日）時点で南相馬市に住民登録のあった方
　　　で、ネクスコ東日本が実施している「ふるさと帰還通行カード」の交付対象となってい
　　　ない方

　　　※　次の区域の方は、対象となりません。
　　　　　　鹿島区小島田・鹿島区塩崎・鹿島区大内・鹿島区烏崎・鹿島区川子・
　　　　　　鹿島区江垂・鹿島区南右田・鹿島区寺内、原町区の全域、小高区の全域

　　②　平成２３年３月１１日時点で南相馬市に住民登録があった方で、居住地が旧特定避難
　　　勧奨地点の設定を受けていない方

　　・　市が本事業の目的を達成するため、助成対象者の個人情報（市が、ＥＴＣ利用履歴を
　　　ネクスコ東日本・中日本・西日本（以下「ネクスコ」という。）に照会し取得すること
　　　の同意

　　・　登録したＥＴＣカードを他人に譲渡もしくは貸与しないことの誓約

　　・　市がネクスコのＥＴＣ利用履歴により、助成金の交付することの同意

（２）平成２３年３月１１日時点で、南相馬市に居住の実態があり市長から「被災証明書」の
　　交付を受けた方のうち、「ふるさと帰還通行カード」の交付対象となっていない方も、上
　　記の要件を満たすときは対象となります。

　　　ＥＴＣカードを使用し、福島県内のインターチェンジ・宮城県山元インターチェンジ・
　　南相馬鹿島スマートインターチェンジを入口、又は出口として高速道路を利用したときの
　　区間の通行料金が対象となります。

　　　ただし、利用した高速道路と一体となって料金を徴収する区間までとなります。



４　助成する金額

　　　助成登録の決定を受けた方　１人当たり２年間で１０万円

５　助成する期間

６　登録する事項

（１）助成を受ける者

　　　　※　登録の考え方は以下の例を参考にしてください。

　　　平成３０年１０月１日から平成３２年９月３０日までに利用した高速道路通行料金が
　　対象となります。

　　　ただし、平成３０年１０月１日以降に申請されたときは、登録決定の日から平成３２年
　　９月３０日までとなります。

　　　　① 世帯登録・・・登録したＥＴＣカードで登録した人数の上限まで利用できます。
　　　　　　　　　　　　 助成金は、世帯代表者の口座への振込となります。

　　　　② 個別登録・・・登録したETCカードでグループ内の人数の上限まで利用できます。
　　　　　　　　　　　　 助成金は、グループ代表者の口座への振込となります。

　　　　世帯において、助成対象者の登録にあたっては次のいずれかの方法を選択してくださ
　　　い。

　　　　※　登録決定後は、いかなる理由においても「世帯登録から個別登録への変更」や
　　　　　「他のグループへの移動」などはできませんので、ご注意ください。

グループ１

妻

次男

長女

世帯主

【ETCｶｰﾄﾞ保有者】

世帯主･妻

【登録するカード】

２枚
ｶｰﾄﾞ

【助成上限額】

10万円×4人

＝40万円

ｶｰﾄﾞ

【振込口座】

グループ代表者

に振込

通帳

長男

グループ２

【ETCｶｰﾄﾞ保有者】

長男

【登録するカード】

１枚

ｶｰﾄﾞ

【助成上限額】

10万円×1人

＝10万円

【振込口座】

グループ代表者

に振込

通帳

グループ３

父

母

【ETCｶｰﾄﾞ保有者】

父

【登録するカード】

１枚

ｶｰﾄﾞ

【助成上限額】

10万円×2人

＝20万円

【振込口座】

グループ代表者

に振込

通帳

【②個別登録の場合】

世帯主

【ＥＴＣカード保有者】

世帯主･妻･長男･父⇒ 4人

妻

長女

次男長男

父 母

【登録するカード】

４枚

ｶｰﾄﾞ ｶｰﾄﾞｶｰﾄﾞ

【助成上限額】

10万円×7人

＝70万円

【振込口座】

世帯代表者に

一括振込

通帳

ｶｰﾄﾞ

【①世帯登録の場合】
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（２）ＥＴＣカード

　　　　ＥＴＣカードは複数枚登録できますが、名義人１人当たり１枚となります。

　

（３）使用（同乗）する自動車の種類

　　　　なお、自動車の種類は次のとおりです。

　　①　普通車・・・小型乗用車（三輪を含む。）、小型貨物車、3ナンバーの普通車 など

　　②　大型車・・・８ｔ以上の貨物自動車、中型バス など

　　③　特大車・・・４車軸以上の貨物自動車、大型特殊自動車 など

　　④　中型車・・・１ナンバーの普通貨物自動車、マイクロバス など

　　⑤　軽自動車・二輪自動車・・・660cc以下の車両、二輪車は側車付きを含む

７　申請の方法

　　　同封の申請書に必要事項を記入のうえ、次の書類を添えて申請してください。

　　　①　登録するＥＴＣカード（複数枚可）

　　　　　　すべてのカード原本の写し

　　　②　振込先の預金通帳の写し

　　　　　（口座名義人、金融機関名、支店名、口座番号が記載されていること）

　　　③　本人確認書類

　　　　　　顔写真付きの書類１点、もしくは以下の書類２点以上の原本の写し

　　　　　１）１点で良い書類（顔写真付きの書類）

　　　　　　　　自動車運転免許証、パスポート、身体障害者手帳、身分証明書

　　　　　　　　その他官公署発行の免許証・許可証

　　　　　　　※　姓や住所が変更になっている書類は、変更後の内容がわかる面もコピー

　　　　　　　　して提出ください。

　　　　　２）２点必要な書類（顔写真のない書類）

　　　　　　　　健康保険証、年金手帳、その他官公署発行の証明書　　　　　　

　　　　※　代表者が２枚以上のＥＴＣカードを保有していても、登録は１枚に限ります。
　　　　　　例えば、世帯主、妻、長男、父がそれぞれの名義でカードを保有している場合
　　　　　は、４枚まで登録できます。

　　　　使用する自動車の種類を登録してください。なお、自動車を所有しない方において
　　　は、同乗する自動車（例えば、同居していない娘の自動車など）の種類を選択してく
　　　ださい。
　　　　※　ＥＴＣカード保有者が同乗しない場合は、対象になりません。

　　　　　　世帯登録の場合は「世帯の代表者名義の預金通帳」、個別登録の場合は
　　　　　「各グループ代表者名義の預金通帳」の原本の写し

　　　　※　個別登録において、代表者の死亡等により登録したＥＴＣカードが使用できな
　　　　　くなった場合（１枚のみの登録の場合）は、他のグループ員も助成対象から除外
　　　　　となりますので、登録にあたってはご注意ください。
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８　登録の決定

　　　なお、不適合の場合は、登録しない旨を通知します。

９　助成金の交付方法

　　　※その都度、請求書を提出する必要ありません。

　　　　【例】平成30年10月～12月利用分 ⇒ 平成31年  3月支払予定

　 　　　　　　平成31年  1月～  3月利用分 ⇒ 平成31年  6月支払予定

　 　　　　　　平成32年  7月～  9月利用分 ⇒ 平成32年12月支払予定

10　ＥＴＣカードの譲渡・貸与の禁止

　　　 登録したＥＴＣカードを他人に譲渡もしくは貸与することは禁止です。

11　不正行為等による登録の取消し・助成金の返還

12　登録の変更

　　　登録の変更は、次の場合に限ります。

　　　①　登録代表者死亡による代表者の変更

　　　②　ＥＴＣカードの追加（新たに自動車運転免許証を取得した方に限る。）

　　　③　転出等による書類送付先の変更

　　　④　車両更新に伴う使用する車種の変更

　　　※　世帯登録から個別登録への変更、他のグループへの移動はできません。

13　その他

　　　その他不明な点がある場合は、下記担当まで連絡をお願いいたします。

　　　　　南相馬市 鹿島区役所 地域振興課 （高速道路通行料金助成事業専用窓口）

　　　　　　　専用ダイヤル　０２４４－６７－１０２１

　　　　　　　　土・日曜日・祝日を除く午前８時３０分～午後５時

（１）登録申請において虚偽、不正行為又はＥＴＣカード譲渡・貸与の禁止事項に違反が
　　あったときは、登録を取り消します。

（２）登録を取り消したときは、これまで交付した助成金の全部又は一部を返還していた
　　だく場合があります。

　　　助成金交付申請書及び添付書類の内容を審査し、適合するときは「高速道路通行料
　　金助成登録決定通知書」を申請された方に送付します。

　　　助成金は、皆さまが登録されたＥＴＣカードによる高速道路の利用履歴をネクスコ
　　から提供いただき、その利用実績に基づき上限額の範囲内で3ヶ月ごとに交付します。

・
・

・
・
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　　　　　※（仮称）大熊インターチェンジ、（仮称）双葉インターチェンジは、開通後から対象となります。

助成の対象となるインターチェンジ・本線料金所

　　　　下記のインターチェンジ・本線料金所を入口または出口として利用した場合が助成の対象となります。

(仮)大熊（H31.3月開通予定）

新地

相馬

山元

南相馬鹿島スマート

浪江

(仮)双葉（H32.3月開通予定）

常磐富岡

広野

いわき四倉

いわき中央

いわき湯本

いわき勿来

郡山南

郡山

須賀川

矢吹

白河

国見

福島飯坂

福島西

二本松

本宮

い
わ
き
三
和

小
野

船
引
三
春

郡
山
東

福
島
Ｊ
Ｃ
Ｔ

磐
梯
熱
海

猪
苗
代
磐
梯
高
原

磐
梯
河
東

会
津
若
松

会
津
坂
下

西
会
津

常
磐
道

東
北
道

磐越道

東北中央道

【仙台方面】

【東京方面】

【新
潟
方
面
】

南相馬

インターチェンジ

スマートインターチェン

本線料金所

未開通
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東京湾アクアライン

名古屋高速道路

阪神高速道路

広島高速道路

本州四国連絡道路

北九州高速道路

福岡高速道路

北海道・沖縄県の高速道路

その他別に通行料金が発生する一般有料道路
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

首都高速道路

京葉道路（篠崎ＩＣ～幕張ＩＣ）

◆助成対象の利用例◆

山形自動車道（湯殿山ＩＣ）～日本海東北自動車
道（酒田みなとＩＣ）

東北中央自動車道（米沢北ＩＣ～南陽高畠ＩＣ）

東京外環自動車道

　なお、次の高速道路は、別に通行料金が発生するため助成の対象となりません。その場
合は、対象となる高速道路との接続部の料金所までの助成となります。

南相馬鹿島

スマートＩＣ 三郷本線料金所

三郷ＪＣＴ

葛西ＩＣ

【首都高】【常磐道】

対象 対象外

二本松ＩＣ 静岡ＩＣ浦和本線料金所

川口ＪＣＴ【東北道】

東京Ｉ

対象 対象外

【首都高】 【東名道】

対象外

西川本線料金所

対象

福島飯坂ＩＣ 酒田みなとＩＣ湯殿山ＩＣ月山ＩＣ

【東北道・山形道】 【月山道路】 【山形道・

日本海東北道】

対象外

利府ＪＣＴ 盛岡ＩＣ富谷ＪＣＴ
南相馬鹿島

スマートＩＣ

【常磐道・仙台東部道】 【仙台北部道】 【東北道】

対象 対象対象

南相馬ＩＣ 早島ＩＣ 坂出本線料金所 高知ＩＣ

対象

【常磐道など】 【瀬戸中央道】

（瀬戸大橋）

【高知道】

対象外 対象

名取中央

スマートＩＣ亘理ＩＣ
南相馬鹿島

スマートＩＣ

対象

【常磐道】 【仙台東部道】

対象

南相馬ＩＣ いわきＪＣ 郡山ＪＣＴ 新潟中央ＩＣ

【常磐道】 【磐越道】 【磐越道】

対象 対象対象

宇都宮ＩＣ
福島松川

スマートＩＣ

対象外

【東北道】

名取中央

スマートＩＣ亘理ＩＣ
山元南

スマートＩＣ

対象外

【常磐道】 【仙台東部道】

対象外
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南相馬鹿島スマートインターチェンジは、

ＥＴＣ車載器を搭載し、ＥＴＣカードが

挿入されている車両でなければ、ご利用

できません。

ＥＴＣカードが車載器に挿

入されていないと、バーは

開きません

南相馬鹿島スマートインターチェンジを利用できる時間は、

６：００～２２：００

ご利用の際は、ＥＴＣカードが正しく挿入されている

か、ご確認ください。
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　自動車にＥＴＣ車載器が搭載されていなくても、一般レーンの料金所で

係員に「通行券」と「ＥＴＣカード」を提示すれば、ＥＴＣカードでの支
払いが可能です。

　●　ＥＴＣカードを取得したい方は

　 ※　すでに、クレジットカードをお持ちの方は、クレジット会社へＥＴＣカー

     ドの貸与契約の申込みを行うと、ＥＴＣカードが発行、貸与されます。

       詳しくは、クレジット会社にお問合せください。

　●　クレジットカードを必要としない方・作れない方は

「ＥＴＣカード」は、原則的に「クレジットカード」に付帯して発行される

ものです。

なお、クレジットカードの発行にあたっては、年会費がかかる場合がありま

すので、金融機関やクレジット会社にお問合せください。

市内の郵便局や銀行、農協等でも、ＥＴＣカードの発行、貸与が可能です。

また、クレジットカードの本会員となる方と生計を共にする１８歳以上の方

は、「家族カード」としてクレジットカードやＥＴＣカードの発行、貸与を受

けることができます。

ネクスコ東日本等の道路会社が、有料道路の通行料金の支払いに限定して発

行するクレジット機能のない『ＥＴＣパーソナルカード』の発行、貸与を受け

ることができます。

あらかじめ保証金を預託することが条件となりますが、一定の審査を経れば

カードが発行、貸与されます。

なお、カードの発行費用や年会費として、１，２３４円（税込）の費用が必

要となります。

※預託する金額（保証金）

平均利用月額（５千円単位で切り上げ）の４倍の額

例えば、平均利用月額 ５，０００円 ⇒ 預託額２０，０００円

〃 １０，０００円 ⇒ 〃 ４０，０００円

預託額は、補償金であり毎月の利用料金を差し引く前払金ではあり

ません。

詳しくは、ＥＴＣパーソナルカード事務局にお問合せください。

☎ ０４４－８７０－７３３３

ＥＴＣカードの譲渡や貸与は、禁止されています。
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